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　近年、日本でもよく聞かれるようになったEvidence　Based
Medicine（EBM）は、文字どおり「エビデンスに基づいた医
療」である。20世紀の終わりになって、これまで習慣的に採用
されてきた「実践的医療」が、エビデンスに基づいたものか否
かの再検討、再評価を行うことが世界的課題としてなされて
いる。
　アメリカ合衆国のCenter　for　Disease　Control　and　Prevention
（CDC）は、エビデンスの基となる論文から様々な勧告を行っ
ており、その勧告は論文のグレードで等級付けされている。つ
まり、論文のグレードはエビデンスの質を決定付ける。そのた
めインパクト・ファクターの高い雑誌はグレードの高い論文
を採用し、その論文は質の高いエビデンスとして多く引用さ
れる。最高ランクの論文（エビデンス）は、ランダム化比較試
験に基づくものである。二番目はランダム化を伴わないが、適
切にデザインされた臨床試験やコホート研究、複数施設の症
例対照研究などである。権威者たちの意見や一例報告などは
低い評価しか得られない。
東京医科大学の医療従事者が、このような質の高い論文を
作成することは、研究の規模など多くのハードルを乗り越え
なけれぼならない。大学として研究を充実させるために、専任
の研究者を育てる体制などの検討も必要だろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福江英尚　記）
幹事会（要旨）（平成14年9月）
1．第150回総会（平成14年11月2日（土））開催予定
　当番教室：解剖学第1講座　　伊藤正裕主任教授
　　　　　　　　産科婦人科学教室　高山雅臣主任教授
　表　彰　　式：投稿論文奨励賞、医学会奨励賞
　　シンポジウム：新しい画像診断　一基礎的検討から臨床
　　　　　　　　応用まで一
　　　　　　　　＊シンポジウムへは8編の応募があった
　　　　　　　　旨の報告があった。
　特別講演：坪井良治皮膚科学主任教授
　　　　　　　　演題　皮膚の再生医学
　第151回総会（平成15年6月2日（土））開催予定
　当番教室：薬理学講座、内科学第4講座
　第19期日本学術会議の学術研究団体登録について報告が
　あった。
　関連研究連絡委員会名　地域医学　研究連絡委員会
　　＊第19期日本学術会議会員の推薦者として法医学講座
　遠藤任彦主任教授が選任された。
2．臨床懇話会報告
　　1）平成14年度開催報告
　　　第324回（14．10．23）小児科学　　　武井　章人講師
　　　第325回（14」1．14）耳鼻咽喉科学依頼中
　第326回（14．12未定）内科学第4　未定
3．投稿論文奨励賞・医学会奨励賞選考委員会報告
　　1）東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞（4件）
　○鈴木　敬二（外科学第3）○藤枝　広巳（内科学第1）
　○杉山カー（産科婦人科学）○飯村　彰（解剖学第
　一）
　2）東京医科大学医学会奨励賞（3件）
4．
0深見真二郎（脳神経外科学）
2）0秦喜久美（免疫学）
審議事項
1）
二二）
○白日　　淑（生理学第
東医大誌と東医大紀の統合について（投稿規定の改
「東京医科大学雑誌投稿規定」の改正案の説明が行われ、
種々討議した結果60巻6号から適用することとし承認さ
れた。
2）投稿論文が減少している現状であるのでその打開策
が種々検討された。
3）「転載許可」の稟議について
＊著者の許可があるものについては編集会議で許可する
事とした。
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